








要約 

正常左室に比して左室収縮期圧が著明に低下している大血管転位の「病的左室」に対して,

肺動脈絞施術を施行し,術後に左室収縮期圧が増加した状態での左室ポンプ機能を術前と

比較した。また,正常左室に比して,左室容積が著明に低下している総肺静脈還流異常の「病

的左室」に対して,心内修復術を施行し,術後に左室容積が増加した状態での左室ポンプ機

能を術前と比較した。術後の大血管転位ならびに総肺静脈還流異常では,いずれも左室ポン

プ機能の低下は認められず,新生児・乳児期の「病的左室」は,圧負荷あるいは容積負荷に

耐えて「正常左室」へ適応してゆくと考えた。 


